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平成３０年度予算審査特別委員会議事録（第２号）
平成３０年３月２２日（木曜日）

◎出席委員（１１名）

１番 熊 澤 芳 潔 君 ２番 榊 原 深 雪 君

３番 多治見 亮 一 君 ４番 木 村 明 雄 君

５番 川 上 初太郎 君 ７番 田 利 正 文 君

８番 高 道 洋 子 君 ９番 髙 橋 健 一 君

１０番 星 孝 道 君 １１番 髙 橋 秀 樹 君

１２番 井 脇 昌 美 君

◎欠席委員（１名）

６番 前 田 秀 夫 君

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者

足 寄 町 長 安久津 勝 彦 君

足寄町教育委員会教育長 藤 代 和 昭 君

足寄町農業委員会会長 齋 藤 陽 敬 君

足寄町代表監査委員 川 村 浩 昭 君

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者

副 町 長 渡 辺 俊 一 君

総 務 課 長 大 野 雅 司 君

福 祉 課 長 丸 山 晃 徳 君

住 民 課 長 松 野 孝 君

経 済 課 長 村 田 善 映 君

建 設 課 長 増 田 徹 君

国民健康保険病院事務長 川 島 英 明 君

会 計 管 理 者 佐々木 雅 宏 君

消 防 課 長 大竹口 孝 幸 君

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者

教 育 次 長 沼 田 聡 君

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者

農業委員会事務局長 上 田 利 浩 君

◎職務のため出席した議会事務局職員

事 務 局 長 櫻 井 保 志 君

事 務 局 次 長 横 田 晋 一 君

総 務 担 当 主 査 西 岡 潤 君
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◎議事日程

日程第 １ 議案第３７号 平成３０年度足寄町一般会計予算

日程第 ２ 議案第３８号 平成３０年度足寄町国民健康保険事業特別会計予算

日程第 ３ 議案第３９号 平成３０年度足寄町簡易水道特別会計予算

日程第 ４ 議案第４０号 平成３０年度足寄町公共下水道事業特別会計予算

日程第 ５ 議案第４１号 平成３０年度足寄町介護保険特別会計予算

日程第 ６ 議案第４２号 平成３０年度足寄町足寄都市計画足寄市街地区土地区画整理

事業特別会計予算

日程第 ７ 議案第４３号 平成３０年度足寄町介護サービス事業特別会計予算

日程第 ８ 議案第４４号 平成３０年度足寄町後期高齢者医療特別会計予算

日程第 ９ 議案第４５号 平成３０年度足寄町上水道事業会計予算

日程第１０ 議案第４６号 平成３０年度足寄町国民健康保険病院事業会計予算
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午前１０時 ３分 開会

◎ 開議宣告

○委員長（高道洋子君） 昨日に引き続きま

して、予算審査特別委員会を再開いたしま

す。

◎ 議案第３７号

○委員長（高道洋子君） 議案第３７号平成

３０年度足寄町一般会計予算の質疑を受けま

す。

１４６ページ、第６款農林水産業費、第２

項１目林業振興費から始めます。

質疑はありませんか。

井脇委員。

○１１番（井脇昌美君） 公有財産購入費の

ことでちょっとお尋ねをしたいと思います。

これ毎年、毎年２００万円ずつ町でこのよ

うな購入費を毎年予算化して、たしか去年

か、去年もおととしも含めて補正やって、去

年は６００万円ぐらいですかね。６００万円

かちょっとそれを超えた金額の購入、補正で

合わすとなっているはずなのですけれども、

今回もこれだけの２００万円という、ある程

度毎年そうなのですけれども、また目安とい

うのはたしか出ているはずなのですけれど

も。こういう土地の購入というのは、とにか

く役所は高く買ってくれるという意識が何と

なく民地も持っているのですけれども、簡単

にはっきり言うと、この２００万円に対する

目安に対する面積はどのぐらいを考えている

か、それをお答えください。

○委員長（高道洋子君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

予算計上している２００万円の購入面積な

のですけれども、２０ヘクタールから２５ヘ

クタール、これを購入予定ということで予算

計上しております。

以上です。

○委員長（高道洋子君） 井脇委員。

○１１番（井脇昌美君） すばらしい端的な

ストレートな答弁していただいて済みませ

ん。

それに関連してなのですけれども、全くこ

れに関連して、これだけの当町に公有財産が

存在している中で、前にも私この議場で提

議、意見を述べさせていただいたことあるの

ですけれども、先般もちょっとほかの案件が

あって当町の森林組合さんに行って、いろい

ろな話をしていた中で、不在者地主の問題が

やはり当町でも出てきたのです。これに関連

しているものですから。

それで、その問題というのは、当町で経済

課として、森林組合さんもそれだけの視野の

指導機関なのですけれども、また調査機関な

のですけれども、どのように町は考えておら

れるか、ちょっとその辺も考えておられるこ

とを。特に最近隣町、近隣町で残念な不肖な

盗伐だと思うのですけれども、誤伐とか盗伐

とか、それはやっぱり全てが不在地主が多い

のです。そんなことも含めて、どのような考

えをこの先当然経済課、林業の振興室として

考えておられるか、ちょっと意見がありまし

たらお願いしたいのですけれども。

○委員長（高道洋子君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

不在地主の問題含めて昨年隣町でもあった

事案も含めてということでの御対応をしてい

きます。いきますというのは、はい。

当町においてなのですけれども、隣の町で

起きた事案というのは、土地所有者になりす

ましてそういったことがあっての事案ではな

かったかと思っております。また、この案件

については、個人情報等の取り扱い、これを

慎重に行っていかなければならないというこ

とで、我々もその辺を気にしながら注意して

取り進めていくように心がけておるととも

に、また今予定されている部分でいきます

と、不在地主等の放置されている山林、これ

を今後３１年から取り進めていく森林環境譲

与税ですか、この辺については不在地主の整

理をしながら取り進めていくというような形
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で、町としても今予定されている森林環境譲

与税、これに対応しながら進めていきたいと

考えております。

以上です。

○委員長（高道洋子君） 井脇委員。

○１２番（井脇昌美君） わかりました。

課長も今言わんとすることは、今後３１年

からの森林環境税に沿うた策を考えていると

いうことですね。そういうふうに言ってもら

えれば、聞くほうもわかりやすいですから。

それで、よろしいと思います。

大変でしょうけれども、よく森林組合さん

と連携図って頑張って、言えば解消していた

だきたいと思います。

答弁要りませんから、宿題みたいなもので

提案したのですけれども、よろしくお願いし

ます。

○委員長（高道洋子君） わかりました。

林業振興費、ほかにありませんか。

田利委員。

○７番（田利正文君） １４７ページの未来

につなぐ森推進事業の補助金についてですけ

れども、説明書読んで何となくわかるのです

けれども、もう少し素人がわかるように、易

しくちょっと説明してもらえませんか。

○委員長（高道洋子君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

予算説明資料の５６ページの下段のほうに

もあると思うのですけれども。わかりやすく

というか、単純にＡさんという方が伐採跡地

に植林をしたいということを、森林組合に事

業を起こしたいということをお願いしたら、

森林組合が振興局に補助申請を提出して事業

に着手して植栽等の事業を行っていくという

ことで、それが同時に未来につなぐ森づくり

推進事業ということにも、同時に申請して補

助金を森林所有者のほうに、負担軽減です

か、負担軽減を図っていくというような事業

の流れになっておりまして、これについては

２つのタイプ、ここにも書いてあるのですけ

れども、循環利用タイプと流動化タイプとい

うことで、これを、先ほど言ったように、森

林組合、一個人の人が森林組合に植栽したい

というふうな手を挙げて、そこで事業を行っ

ていくというような流れでなっております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） 田利委員。

○７番（田利正文君） ちょっといまいちあ

れなんですけれども、あくまでも町内の、何

というのだろうか、山を持っている方が伐採

した跡地に植林をしたいという場合に、しか

もここで道の検査に合格したものを対象とす

るとなってますから、それにきちんと当ては

まる範囲内の人に限りという意味ですか。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

はい、おっしゃるとおりでございまして、

この流れにつきましては、国の補助金という

ことで６８％、そしてそれに対して上乗せ補

助、未来につなぐ上乗せ補助というのが２６

％ありまして、所有者というのは６％の負担

という形で、一般的な補助事業の中の未来森

というのはその中の上乗せ補助という形の中

で、森林所有者の植栽事業に伴っての軽減を

図っていくというような形になっておりま

す。

以上です。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

ほかにございませんか。

林業振興費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） では、２目林道維

持管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目町有林管理

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目水源林造林事

業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １５２ページ、第

７款商工費に入ります。
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第１項商工費の１目商工振興費。

田利委員。

○７番（田利正文君） １５３ページの産業

振興事業補助金、それから小規模事業振興補

助金、これについてちょっと補足説明お願い

いたします。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

予算資料の５９ページの中ほどにありまし

て、産業振興事業補助金なのですけれども、

これについては２つありまして、その中の部

分でいきますと、まず一つには、商品開発に

対する支援として１００万円。それと、町内

に新たな企業を起こして活動していく支援と

して３００万円。これが産業振興事業補助金

であります。

それとその中段ほどに小規模事業振興補助

金、これことし新たに補助することになるの

ですけれども、これは小規模事業者、小規模

事業者が国の小規模持続化補助金という形で

もって、商工会を通して国のほうに申請する

事業があります。この事業の中に補助と補助

対象外というものがありまして、その補助対

象外、これに対して支援をしていくというこ

とで、予算計上しております。

補助の適用外ということについては、いわ

ゆる汎用性もの、高いものだとか、そういっ

たものが中に、申請の中にあった場合、これ

が補助対象外となってしまうために、それを

商工会のほうで審査して、小規模事業者に支

援をしていくというような補助金でございま

す。

以上です。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

商工振興費、ほかにございませんか。

熊澤委員。

○１番（熊澤芳潔君） １５３ページの節の

２１、１億９,０００万円の貸し付けなので

すけれども、これは内容は説明資料にあった

のですけれども、大体どういった内容の方々

に貸し付けられているのか。それ何件ぐらい

あるのかをお聞きしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

１億９,０００万円、この貸し付けの流れ

なのですけれども、うちのほうは道銀と信金

さんあります。道銀さんのほうに対しては

９,０００万円、信金さんに対しては１億円

ということで、昨年の実績、２９年度の実績

でいくと道銀さんについては１１件、それと

信金さんについては１１件、これの貸し付け

で、主に小規模事業者の方々がお借りして、

融資を受けているという形で予算計上してお

ります。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） 熊澤委員。

○１番（熊澤芳潔君） 主にあれですか、店

舗だとかそういった事業開始だとか、そう

いったことについての貸し付けですか。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

新規の場合も、本当のわずかなのですけれ

ども、基本的には小規模事業者の運転資金と

いうか、設備投資だとか運転資金、これに活

用していただいております。

以上です。

○委員長（高道洋子君） 商工振興費、ほか

にございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目消費者対策

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目観光費。

田利委員。

○７番（田利正文君） １５５ページの観光

振興管理経費ですけれども、説明書の６１

ページの一番下にラワンブキ自生地復旧補助

金とありますけれども、１００万円。観光協

会への経費の補助とするとなってますけれど

も。これは観光協会がやるのであって、足寄

町としてはどのような方法で復旧をするの
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か。あるいは何年ぐらいでもとに戻るのかと

いうようなことについては、足寄町としては

タッチしないということでしょうか。観光協

会に全部任せるということでしょうか。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

このラワンブキのフキの鑑賞圃場について

は、従前足寄観光協会のほうに委託管理させ

ていただいているということも含めて、今回

２８年の台風のときに被害がありました。こ

こに対して、町も支援しながら足寄観光協

会、ここと連携をとって復旧をしていきたい

と。ラワンブキということでいったら、単年

度に対してすぐ復旧するというものではござ

いません。ある程度肥培管理しながらおおむ

ね３年から５年ぐらいで復旧可能かなという

ふうに推測しております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） 田利委員。

○７番（田利正文君） ３年から５年という

のは、ラワンブキをつくっている方に聞いた

ことあるのですけれども、この間そうしたら

連続してまた支援を続けていくということに

なるでしょうか。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） あとは生育の管

理ということでいけば、肥培管理とか草刈

り、この辺をきちんと徹底していけば、背丈

の問題が多分成長と合わせて年数が過ぎてく

るのではないかなと思っております。ですか

ら、今回流されたフキの部分については、移

植してある程度のものは成長させていくと。

その過程できちんとしたラワンブキの、何と

いうのですか、２メーター以上の背丈に復旧

していくということについては、二、三年か

かる、三、四年かかるのではないかと。ただ

し、今回復旧する予算はこういう形でもって

計上させていただいたのですけれども、その

後については通常の施設管理という中で成

長、管理をしていきたいというふうに考えて

おります。

以上です。

○委員長（高道洋子君） 田利委員。

○７番（田利正文君） また別件ですけれど

も、オンネトー野営場管理経費とありますけ

れども、昨年度とかことしですかね、オンネ

トーの野営場に来られた方というのはどのぐ

らいいらっしゃるかわかりますでしょうか。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） オンネトー野営

場に来られた数なのですけれども、今手元の

ほうには、済みません、ちょっと資料がない

のですけれども。全体的にオンネトー周辺に

来られているということについては、一万

二、三千人というふうな形で数字は見た記憶

はあります。ただ、オンネトー野営場に何人

来たということについては、ちょっと済みま

せん、手元には資料がありません。

○委員長（高道洋子君） 田利委員。

○７番（田利正文君） 後で調べればわかる

のでしょうか。済みません。

次ですけれども、資料の６３ページに地方

創生連携事業負担金と５項目、１、２、３、

４、５項目ですね。あるのですけれども、こ

れについて具体的にどんなふうなことを行う

のかということ、ちょっと補足説明お願いで

きますか。

○委員長（高道洋子君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

予算説明資料の中での上から、新たな食資

源創出生産プロジェクトということでいきま

すと、単純に言えば、商品を。

済みません。まずこれは３町、本別、足寄

町、陸別、この３町で連携して道の駅を核と

して、どう観光振興を含めて取り進めていく

かということの課題の中の５つの項目なので

すけれども、先ほど言ったように、新たな食

資源創造生産プロジェクトというのは、プ

レーヤー、何をどうしていくかということ

で、プレーヤーの育成だとか、そういう形の

育成。それと、何を求めていくかという発

掘。そういったことを市場調査だとかそう
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いったことを含めて、地域に根づくような形

でもって育成をしていきたいというふうな形

で考えております。

次に、地域特産物販路拡大実証事業という

ことで、ここについては物販の交流、道外、

道外に行って物販の、お互いに道の駅の商品

等、地場産品の商品等を道外の方々との、本

別は本別で姉妹都市というか、姉妹、連携し

ている部分、陸別もそうなのですけれども、

そういったところで連携をしていけないかと

いうことで、実証実験を行っていきたいとい

うふうに予算を見ております。

続きまして、３町地場産品を活用した新た

な食ブランド構築事業については、これは今

現在進めている中では、３町の青年部が

ちょっと主体となって、今取り進めているの

ですけれども。今進めている内容のほんの一

つなのですけれども、地ビールですか、地

ビールをつくって、各３町の道の駅、ここで

販売できないかということを今検討しており

ます。

次に、圏域周遊モデルルート開発事業でい

きますと、これは去年もちょっと取り進めて

いたのですけれども、本別だと思うのですけ

れども、株式会社コア、コアというところで

トレーラーハウスですか、トレーラーハウス

を３町で行き来しながら観光の人たちが１泊

２日とか、２泊３日、このトレーラーハウス

をレンタルして、うちの、３町の景観地、こ

こに車をとめて、そこで食べながらとか景観

を見ながら過ごすということを計画しており

ます。また十勝バス等を含めて、海外との交

流、これに対してモデルとしていけないかと

いうことで、それもまた検討しております。

次に、拠点施設等魅力創造事業ということ

なのですけれども、これは去年も一部やって

いたと思うのですけれども、本別の観光協

会、そこが中心となって道の駅、時期的には

ちょっとあれですけれども、夏場だと思うの

ですけれども、アイスクリームですか、ソフ

トクリーム、ごめんなさい、ソフトクリーム

のラリー、スタンプラリー、これをやって、

たしか２カ月半ぐらいの期間ですけれども、

そこでポイントを稼いで、地域の特産物が当

たると。商品はちょっと頭の中になかったの

ですけれども、そういったスタンプラリーを

やることによって、得点満点になった場合、

各町村からの特産物、これが何名かに当たり

ますよと。そういうような形で取り組んでお

ります。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

観光費、ほかにありませんか。

川上委員。

○５番（川上初太郎君） 今７番の田利委員

が質問したオンネトーのラワンブキの関係の

中で、私昨年あの大雨の後、現地ずっと螺湾

川というのですか、あそこ見て回ったので

す。ラワンブキの自然公園、公園というので

すか、あそこを見た中で、去年もお話しした

と思うのですが、かなりの流木があそこに

あって、フキ自体も本当に悲惨な状況だった

のですよね。それで、フキの関係は今先ほど

お話ありましたから、その後にと思ったので

すが、ちょっとタイミングずれてしまって申

しわけないのですけれども。その流木の整理

の関係はどこまで進んでいるのか、お伺いい

たしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） 答弁させていた

だきます。

流木の処理については、２月の２０日か２

０日以降かな、三日間かけてとりあえず除去

できるものは除去して整理し終わりました。

ただ、どうしても根元まで入っているのを、

申しわけないですけれども、ちょっと凍結だ

とかそういったこともあって、根こそぎとる

ことはできなかったのですけれども、できる

限りとるものは全て除去しております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） よろしいでしょう

か。

観光費、ほかにございませんか。

井脇委員。
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○１２番（井脇昌美君） このラワンブキに

対しては、そうですね、もう八、九年前です

かね、非常にちょっと問題が大きくという

か、議会でも協議された経過があるのです

よ。こうして助成を出して少しでも災害の後

の復旧処置ということで、課長もおっしゃっ

たように３年から５年後をめどに何とかもと

の姿にという、北海道遺産でもあるというこ

とで。

ただこれも突き詰めていくと、この北海道

遺産であっても区域を決めて個人の刈りとり

をして収入にしているわけですよ。場所に

よっては。それで、ＰＲをすれとか何とか

と、その地区の人は言うけれども、では螺湾

地区以外の人が、いわば足寄町も、この足寄

町全体から生産されたフキをラワンブキと称

して、それはいいことなのですけれども、そ

の人らに影響のないような公平に果たして

やっているのかと。螺湾周辺だけがラワンブ

キで、あとその区域から外れた人はフキ生産

販売やっているわけです。努力して一生懸命

手入れをしながら、災害にも遭いながら、ま

たいろいろな個人の努力によって復興して

やっているわけですよ。それはどこまでその

線引きをされているのか。ラワンブキ、ラワ

ンブキって、以前にはラワンブキ何か生産共

同組合の振興会というのもきちんとあったの

ですけれども、あったから逆に災いしたこと

もあったし、中立公平に大きく欠くと、欠け

るのだという問題になったことあるのです、

以前に。だから、非常にその辺が、今螺湾以

外に、私言いたいのは、螺湾以外にもフキ生

産販売している人いますね。その人らにいろ

いろな被害あったと思う、大なり小なりはで

すね。どのような、螺湾地区にこうして１０

０万円ですか、さっきおっしゃった復興に対

する費用を見てると。そうしたらそれ以外は

どうなのですかね。その辺ちょっとお聞きし

たいのですが。

○委員長（高道洋子君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

ラワンブキ、足寄町、北海道遺産になって

いるということで、二つあるのではないかな

と僕は思っていて、自生ブキと路地ブキ、路

地ブキというのは畑で栽培している、農協の

ほうで皆さん生産者含めて、おおむねたしか

二十数生産者の二十五、六ヘクタールぐらい

今拡大して、伸びてきております。

その路地ブキの生産者に対してなのですけ

れども、今はもうちょっとやってないのです

けれども、当時四、五年前でしたか、病虫、

これが異常に発生して、そこは４月のちょう

ど成長期のときに虫食い状態になるというこ

とで、そこはパオパオというか、被覆シート

というか、被覆材、これをフキ圃場生産者に

３年間かけて全戸にそのシートを支援して、

町からも農協も含めて支援をしてきておりま

す。

その成果があって、その後は皆さん生産者

はそのシートを維持管理しながら、春先に

なったらそのシートをかけて病虫対策を行っ

ているというふうな形で対応していただいて

おります。

今回、このようにちょっと大雨災害とかそ

ういった発生した場合なのですけれども、主

にフキ圃場に対しては、大方ちょっと冠水系

が多かったということもありまして、そこは

一部根腐れだとかそういったことが発生した

かもしれませんけれども、それに対しては

ちょっと、今回もそうなのですけれども、基

本的にはそれ、パオパオの被覆材の支援以降

は畑地帯の、畑というか、路地ブキですね、

路地ブキについては支援はしておりません。

ですね。

○委員長（高道洋子君） 補足説明、副町

長。

○副町長（渡辺俊一君） 今回、ここで予算

見ているラワンブキ自生地圃場復旧補助金で

ありますけれども、この場所についてはもと

もと観光協会で管理をしておりました、鑑賞

圃場ですね。鑑賞圃場の部分であります。実

際のここのところのフキを刈って、切りとっ

て出荷しているとか、そういうところではな



― 9―

くて、鑑賞圃場ということで、観光客の皆さ

んに見ていただく、そういう圃場の管理とい

う部分でございまして、何というのですか

ね、生産者の方たちが、農家の方たちが実際

にそこでラワンブキを生産しているという、

そういう場所ではございません。ということ

が一つであります。

それから、螺湾以外でもラワンブキという

ことで生産をされてますけれども、それはラ

ワンブキを移植して生産をされているという

ことでありますので、螺湾以外のところで実

際にフキを生産されている方たちもいっぱい

いらっしゃいますけれども、その方たちがつ

くっているフキもラワンブキということで、

もともとのラワンブキ。

苗というのは農協からラワンブキを移植し

てふやして、そういったものを買ってきてつ

くっているものですので、ラワンブキが生産

されているということでありまして、ほかの

地域でつくっているのもラワンブキとして扱

われています。そういうことで、ほかのフキ

とは、何というのですかね、一般的にそこら

辺で自生しているフキとはちょっと別にし

て、ラワンブキとして生産し、そして収穫さ

れて、それはラワンブキとして売られていく

という形になっておりますので、御理解をい

ただきたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 井脇委員。

○１２番（井脇昌美君） 副町長の今の説明

もわかります。ただ、あれも本当に、以前に

もこれ議会で延々と議論なったことなのです

けれども、河川用地なのか自分で勝手に決め

たのか、その周囲も含めて、非常に曖昧であ

ると。そして、町内の人はある程度遠慮した

りマナーを持った中で、それは一切採取しな

いのですけれども、外部から来たときにえら

い問題になったのですよ。この人が土木現業

所まで行ってあれしたわけですよ。そうい

う、過去にあるのです。

ですから、よほどこういうものの管理、そ

れから今こうして、その当時から比べると本

当に自生と路地に分けているといいますけれ

ども、路地栽培を一生懸命やっぱりそれに合

わせてやっている人もいるし、準路地みたい

なところもあるわけです。準路地といったら

おかしいけれども。

副町長も上手に言ったのですけれども、路

地だからといって自生のフキをきちっととっ

てきて、それもどこまでがあれなのか定かで

はないのですけれども、やはりいいことなの

です。足寄町がラワンブキで全体で足寄町の

ブランドの名前乗って、販売されることだか

ら。ですけれども、私言いたいのは、この補

助としての、補助としてを中立公平に欠くこ

とのない、誤解されないような指揮をまずし

てあげてほしいと。これはだめだというので

はないですよ。その辺誤解をないように。

それで副町長のほうが観光協会に委託した

管理をしてある圃場だと。圃場であるという

説明をされたからわかるのですけれども、こ

のフキのほうは去年も何かちょっとごたごた

実は、おっしゃらないけれどもあったのです

けれども。非常にやはり山菜が今不足してい

る、また見直されている中で、本当に足寄町

はラワンブキの自生している名前で、もうブ

ランド品になっているのですけれども、そう

いうことを役所も中間に入って、非常に行司

ではないですけれども采配を振るうというの

は大変なのですけれども、その辺も予期した

ことも含めて、協議の機会があったらまた再

度そういうようなことも想定した話をまたし

ていただきたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 答弁必要ですか。

いいですか。はい、わかりました。

次、行きます。

木村議員。

○４番（木村明雄君） 関連して、このラワ

ンブキについてちょっとお尋ねをしたいと思

います。

これ足寄町の特産品または北海道遺産だと

いう形の中で、このラワンブキをまずは昔か

ら有名になって進めてきたわけなのですけれ

ども。そして先ほど確認を、確認というか、

この１００万円については足寄の観光協会へ
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復旧のために１００万円を出していくのだと

いうこともわかりました。

そこで、私の今お伺いをしたいことは、こ

れから先に向けて、これは螺湾地域に自然に

生えているものが自生ブキだと。それから北

海道遺産になったという形の中で、山菜工

場、ここでやはり農協が農家の人に栽培をさ

せていくということについては、これは栽培

ブキなのですよね。そういう形の中で進めて

いく。そして栽培ブキについては、何年か前

には虫の入らない薄い膜になるパオパオとい

うものを皆さんに、これ町でも補助をして進

んでいったということなわけなのですよね。

そこでやはりどっちにしても、北海道遺産

になったこのラワンブキであるからして、こ

れはやっぱり大事に受け継いで、栽培という

か、受け継いでいかなければならないものだ

と思うわけなのだけれども。

そこでお伺いをしたいわけなのですよ。今

現在、この自生ブキの面積はどれほどあるの

か。それからまた栽培ブキについて、この面

積はどれほどなのか、この辺についてちょっ

とお伺いをしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

自生ブキの面積については、掌握しており

ません。栽培ブキについては、先ほどお話し

したように今現在拡大していっているので、

２２ヘクタールぐらいまで拡大していってい

ると思います。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） 木村委員。

○４番（木村明雄君） これは自生ブキにつ

いては、これ昔は本当に何十町もあったはず

なのですよね。それがやはりいろいろな河川

の、河川を直すとか、それから台風だとか、

いろいろな形の中で、現在はきっと１０ヘク

タールもないのかなという感じはしておりま

す。栽培ブキは今２２ヘクタールぐらいある

のかな。わかりました。

そこで、これ今いろいろなことを、何とい

うのかな、意見があったわけなのですけれど

も、これ螺湾川、足寄川、これについては１

級河川なのですよね。そして、足寄川が１級

で螺湾川が２級河川なのですよ。そこで、何

というのかな、認めてきたというか、昔から

やはり管理は地元の人がやってくださいよと

いう形の中で、この２級河川についてはやっ

てきたということがありまして、そしてそこ

で地元の人はここはやっぱり私が管理してい

るのだよという形の中で進んできたのだと思

うのです。

そこで、ほかの人たちが入っていって、こ

れは河川でないかと、俺がとって何が悪いの

だというようなことがあったのだと思うので

すよね。それで先ほど井脇さんが言ったよう

に、そういう形の中では、いざこざが絶えな

かったと思うわけなのだけれども、この辺に

ついて、これから先に向けて、今までと同じ

ような形の中で足寄町としては考えているの

かどうなのか、その辺ちょっとお伺いしたい

と思います。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

河川敷につきましては、これ道費河川とい

うことで旧土現ですか、そこで今管理してい

ます。

木村議員仰せのとおり、その部分に対して

の所有含めて、自己管理をしていくという形

の中で恐らく今も現在も来ているのではない

かということで。

あと、正直言って、盗難というか、自分ら

でつくっているところを無作為に伐採してい

く業者等もいるということで、これについて

は近年螺湾の駐在所の警察官もしくは地域の

人、ＪＡあしょろの職員、見回りをしながら

そういった不法伐採というか、そういうよう

な要は勝手にとるなということの案内だと

か、ここはだめだよという看板を立てさせて

いただいて注意喚起をしていると。これにつ

いては、そのまま変わらずそういう形になっ

ていくのかなと。必ず、実は数年あったので



― 11―

すけれども、通報が来た場合すぐ警察のほう

に現場で行っていただくというような周知徹

底もしておりますので、そういう形の中で対

応しているということで御理解願いたいと

思っております。

以上です。

○委員長（高道洋子君） 木村委員。

○４番（木村明雄君） これについては、今

から５年くらい前ですか、町でも看板をつ

くってくれて、そしてきっと上螺湾方面へか

けて１０枚以上つくったのだと思うのです。

そしてその看板をずっと立ててあるというこ

とのそれと、それからこういう形の中で私の

ほうとしても警察にお願いをして、やはりこ

こは２級河川なのだと。そして地元の人が管

理をしているということの中で、道遺産にも

なった、特産品にもなったということの中

で、やはり螺湾にも警察がいるということの

中で、暇があれば警察に巡回をしてもらえな

いかということでお願いをして、昔はいろい

ろなことでいざこざがあったわけなのだけれ

ども、今はないような気がいたします。そん

なところです。

以上です。

○委員長（高道洋子君） 答弁要らないです

か。

では、次行きます。

観光費、ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 次１５８ページ、

第８款土木費に入ります。

第１項土木管理費の１目土木総務費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目地籍調査費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３項道路橋梁費の

１目道路維持費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目道路管理費、

ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目土木車両管理

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目臨時地方道整

備事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目道路新設改良

費、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項河川費の１

目河川総務費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目河川維持費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４項都市計画費

の１目都市計画総務費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目土地区画整理

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目下水道費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目公園管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目公園事業費。

熊澤委員。

○１番（熊澤芳潔君） １７３ページの節の

１５ですけれども、工事請負費の関係でござ

います。

予算説明資料の７９ページですか、それに

沿ってちょっとお聞きしたいと思います。

この事業、町長が言われましたように、管

内一の公園事業になるだろうということでお

話がございました。そういった中でも現在進

んでいるのですけれども。全体像もちょっと

なかなか見えてこないものですからあれなの

ですけれども、今回の３０年度の予算の中で

お山の遊具総務工事ということでありますけ

れども、これは２９年度に引き続いてという

ことなのですけれども、これは現在できたお

山のほかにまた別に何かができるのかどう

か、それが１点。

それと、それから幼児遊具工事、これもど
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ういったものなのか。

それと、バーベキューハウスの関係です

ね。これは現在あるバーベキューハウスを取

り壊して総合体育館に移動するのか。現在の

ものをそのまま残しながらも、別につくるの

か。そこら辺のまず３点についてお伺いした

いと思います。

○委員長（高道洋子君） 建設課長。

○建設課長（増田 徹君） 熊澤議員の質問

ということで、まず１点目、お山の遊具の整

備についてですが、今現在ことし製作した部

分がまだ一部なので、それを完成させるため

に再度引き続き行うということになっており

ます。

幼児用の遊具なのですが、同じくお山の遊

具付近に子供たち、小さい子対象に遊具を設

置してそこに行うというような形で考えてお

ります。ちょっとどのような、中身まで

ちょっと把握し切れてないので、後ほどもし

機会あれば説明させていただきたいというふ

うに考えております。

バーベキューハウスの更新ですが、現在里

見が丘の上のほうにバーベキューハウスはあ

るのですが、一応１カ所に集約してやりたい

ということで、体育館の横に今のところ予定

をしております。これは上も現在は残しつつ

下にという考えなのですが、国の補助事業

等々で行うものですから、どこまでできるか

というのがちょっとまだ確定はしておりませ

ん。一応予算計上させていただいて国の補助

金がきちんとつけば施工していきたいと。も

しつかなければ、そのまま当分でき上がって

完全に切りかわるまでは上を使っていただい

てというような形で考えております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） 熊澤委員。

○１番（熊澤芳潔君） お山の関係なのです

けれども、現在今できてますよね。大きいお

山と子供たちが非常に喜んであれやっている

ので。その関連事業ということは、そのお山

別にできるとかそうではなくて、その関連す

る周りの事業と、こういうことですね。

○委員長（高道洋子君） 建設課長。

○建設課長（増田 徹君） 関連というか、

遊具なので、今あるところにさらに子供用の

遊具をつけると。お山の遊具は昨年できあが

りましたフワフワドーム、白い、あのドーム

の球場側に今現在大きな山をつくりながら、

大型遊具を設置する箇所を２カ所、それが継

続してことしもやるというような形になって

ますので、御理解のほうお願いいたします。

○委員長（高道洋子君） 熊澤委員。

○１番（熊澤芳潔君） わかりました。

バーベキューハウスの関係は、やはり非常

にあそこ公園もみじだとか何とか非常にきれ

いな景観のいいところなものですから、でき

れば何らかの形で休憩して座ったりして見れ

るような仕組みも必要なのかなと気がいたし

ますので、お聞きしました。

それと、この全体の事業なのですけれど

も、これ全体的におくれているということな

のでしょうか。その予算の関係もどうなの

か、そこら辺ちょっとお聞きしたいと思いま

す。

○委員長（高道洋子君） 建設課長。

○建設課長（増田 徹君） 全体事業として

は、やはり今議員おっしゃられたようにかな

りおくれているような状況でございます。

そして、当初予定していた事業全体枠を考

えても、だんだんその事業の見直し等々がか

かってきましたものですから、国のほうの関

係でいくと、なかなか補助的に、要望したと

きにはオーケーだったのですけれども、今現

在だとそこはどうかなという、その微妙なラ

インにいるものもあったり、これはもうだめ

ですよと外されるものもあったりしてますの

で、その辺の事業の状況によって、少し動い

てはいます。ただ、できるだけ早く町として

は、一部でもいいので完成させてみんなに供

用して使っていただきたいというのがありま

すので、その辺は国に要望しながら進めてま

いりたいというふうに考えておりますので、

御理解のほどお願いします。

○委員長（高道洋子君） 熊澤委員。
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○１番（熊澤芳潔君） 最後に、町長の、何

というか、管内一の公園ということでござい

ますので、ぜひ獲得に、予算獲得に努力をし

ていただきたいというふうに終わります。

○委員長（高道洋子君） 星委員。

○１０番（星 孝道君） この公園計画の中

で、野球場の改修ということも入っていたと

いうふうに思っているのです。足寄高校に野

球部が復活し、さらに今年度から日本ハムか

ら派遣をいただくと。こういった状況の中

で、やっぱり今の野球場の改修というのは優

先順位を上げても早くやるべきだと、こんな

ふうに思ってますが、その辺の考えをお聞か

せいただきたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 答弁調整のため、

１１時１０分まで休憩いたします。

午前１０時５６分 休憩

午前１１時１０分 再開

○委員長（高道洋子君） 休憩を閉じ、委員

会を再開いたします。

答弁から行きます。

答弁、副町長。

○副町長（渡辺俊一君） 平成２７年に策定

いたしました里見が丘公園再整備基本計画の

中で、野球場につきましては施設の補修、芝

生広場として利用開放、スコアボード、ファ

ウルポール更新、バックネットの柱塗装、放

送席のシャッターつけかえなどの改修を、こ

の公園の再整備の中で行うということで計画

をしてございました。

それで、この事業とは別事業でございます

けれども、平成２８年に内野の土の入れかえ

ですとか、そういったものを進めておりまし

て、少しずつ整備をしているところでござい

ますけれども。

全体の、この公園事業としての事業といた

しましては、先ほど熊澤議員さんのほうから

もお話ありましたように、全体としては事業

がおくれているというような状況でありまし

て、補助事業の予算のつきぐあいを見ながら

整備を進めているところでございます。そう

いった中で若干当初よりも、予定としては野

球場の整備がおくれているというような状況

となってございます。

ただ、一番大事な球場の中の土の入れかえ

だとか、そういった部分はやってますので、

施設の使い勝手というか、野球の練習ですと

か、そういった部分では大分前から比べれば

よくなってきているのかなというところでご

ざいます。

それで、優先的に、優先順位を上げてでも

整備をしたほうがいいのではないかというよ

うなお話でございましたけれども、予算のつ

きぐあいもそういう、先ほど申し上げました

ような状況でございますので、なかなかやり

たいところがすぐにやれないというような状

況もございます。

ただ、いろいろと先ほども申し上げました

ように、施設の中身、修繕しなければならな

い部分だとかというのもございますので、教

育委員会などとも協議をしながら、早急にや

らなければならないようなところがあれば、

順次整備を進めていきたいなというように

思っております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

公園事業費、ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６目中心市街地活

性化推進費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５項住宅費の１

目住宅管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目住宅建設費。

田利委員。

○７番（田利正文君） はるにれ団地のこと

なのですけれども、前回ちょこっと私質問し

たのですけれども。総務産業常任委員会の報

告のこの図面を見ると、２ＬＤＫですか、町

長が答弁では、対面式の流しのシンクだとい

うふうに言われたと思うのですけれども、こ

のやつがシンクが南側に向いている、何とい

うのでしょうか、こういうふうに南側になっ
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ていれば対面式と言えるのかなという気がし

ますけれども、これでいくと、これ図面では

食卓が４人分になってますけれども、４人分

は多分置けないのではないかという気がする

のですよね。これでは対面式の流しというか

シンクというか、というふうにはならないの

ではないかという気がして、もし可能ならば

これをぐるっと曲げていただいて、９０度曲

げていただいて南向きにしてもらったほうが

いいのではないかという気がするのですけれ

ども、その辺はどんなものでしょうか。

○委員長（高道洋子君） 建設課長。

○建設課長（増田 徹君） 今２ＬＤＫのシ

ンクの位置、流しの位置を変えたらどうだと

いうことだったのですが、現在既に２ＬＤＫ

同じような形で使われているところありま

す。それで特に今のところはそういった苦情

がないということもありまして、通常どおり

の設計という形で、絵は描かさせてもらって

今回上げさせていただいております。

４人がけの食卓テーブルが置けないのでは

ないかということでございますが、確かに場

所としてのスペースは物すごい大きいわけで

はないので、どれがいいかというのはちょっ

となかなか言い切れないのですが、一応レイ

アウトの中では４人の食卓テーブル置けるだ

ろうと、置けるという形で設計をさせていた

だいてます。によって、今のところその位置

を変える考えはしておりません。

もし苦情等ありまして、あれば、見直し等

はかけていきたいなというふうには考えてま

すが、現在のところそういうふうに考えして

ませんので、御理解のほどどうぞよろしくお

願いします。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

住宅建設費、ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １７６ページ、第

９款消防費に入ります。

第１項１目消防費。

井脇委員。

○１２番（井脇昌美君） ちょっと消防費の

中で、私も機会あって、機会というか役割な

のですけれども、広域消防のほうに出席させ

ていただいてまして、特に帯広市あたりがお

話を聞き、職員の人とも会ってお話聞くと、

やっぱり深刻なのです。

消防団員不足が近年相当厳しいということ

で、前にも私署長だったかな、にお聞きした

記憶あるのですけれども、傾向として足寄は

定数に対して一応どんな状況か、現状ちょっ

と数値で示していただければありがたいので

すけれども。

○委員長（高道洋子君） 消防課長。

○消防課長（大竹口孝幸君） お答えいたし

ます。

全国的に団員不足が深刻な状況でございま

す。足寄消防団におきましては、団員定数１

５０名のところ、現在１３１名、１９名の不

足を生じております。十勝管内におきまして

も、定数を満たしている消防団というのは１

消防団、２０名以上不足している消防団とい

うのが６カ所あります。さらに１０名以上不

足している消防団が４カ所、それ以外は全て

不足しているという状況でございます。

ここ３カ年足寄消防団におきましては、９

名の方が入団されまして１６名の方が退団さ

れております。その主な理由なのですが、仕

事の都合上どうしても出動できないというこ

とと、あと転勤等で足寄から出られたという

方、さらに高齢化が進んでおりますので、高

齢化になって退職させてくださいということ

で退職されている方が主な理由となっており

ます。

今後につきましても、今まで同様事業所の

ほうに出向いてＰＲするなり、広報を通じて

ＰＲするなり、さらに団員による声かけです

ね、によって勧誘してまいりたいと思います

ので、御理解賜りますようお願いいたしま

す。

○委員長（高道洋子君） 井脇委員。

○１２番（井脇昌美君） わかりました。

高齢化がもう本当に如実に当町にも出て、

それでも１９名、不足は不足ですけれども１
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９名だったらまだ頑張って、常日ごろＰＲし

た中で団員さんのボランティアの頭数集めて

おられると思うのですよ。前からも言ってた

のですけれども、中には役所の人までとい

う、そこまでは私はやっぱり本人の意思の問

題ですから、役所だから、教員だから、お寺

さんだから、そこにあれせないかんというこ

とはないわけですから、みんな町民は平等で

すから、そこまではあんまり焦点合わせない

で、何とかＰＲを続けて、啓発の、日ごろの

啓発を積み重ねていってください。

続けてもう１点、２点ほどなのですけれど

も、救急車の利用がやっぱりこれも広域全体

の、いわば数の把握の結果なのですけれど

も、非常に高くなってきていると。救急車

の、１１９番のですね。これは当町はどうで

すかね。ここ一、二年の経過、ちょっと示し

ていただければ。

○委員長（高道洋子君） 答弁、消防課長。

○消防課長（大竹口孝幸君） お答えいたし

ます。

２９年の救急出動件数なのですが、十勝管

内におきまして出動件数、１９市町村合わせ

まして１万４,６１７件、前年比２８年対比

で７００件増加しております。

足寄町におきましては、昨年３８５件、前

年対比で２件増となっております。

平成２７年との比較でいきますと、さらに

２１件減っております。

昨年の３８５件のうちの内訳なのですが、

急病が１９２件で全体の半分を占めておりま

す。次に、病院から病院へ搬送する転院搬送

が、これが１１４件で全体の３割。次に一般

負傷が、けがによる一般負傷ですね、これが

４７件、交通事故が２３件、その他労災、禍

害事故ということで９件となっております。

このうち３８５件のうち、入院の必要がな

い軽傷患者、通院のみの患者という方が１５

４名ほどおります。このうち、救急車の利

用、これが適正でない患者さんも何人かいる

という話は聞いております。

この件につきましても、９月９日の救急の

日や１１月９日の１１９番の日におきまし

て、適正利用を周知するよう心がけてまいり

ますので、御理解いただきたいと思います。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） 井脇委員。

○１２番（井脇昌美君） 今、署長のほうか

ら、課長のほうから、話に出たのですけれど

も、帯広市でも数十件１１９番の、いわばこ

れはという対象にならない悪質な人がやっぱ

り年に数件あるらしいのです。例えばタク

シーがわりに使うだとか。都会ほど多いので

すけれども。それと、やはり軽微な、ここま

でこれは救急車を呼ぶまででないのでないか

なというのを入れると数十件らしいです。た

だ、これは１１９番、これは帯広広域消防の

職員の人のおっしゃることですけれども、１

１９番出たらまず状況はお聞きする、住所、

状況、年齢、一連のマニュアルに沿うたお聞

きはするけれども、症状まではやっぱり行っ

てみないとなかなかわからないという、本人

は苦しい、早く来い、酔っ払って、何してる

んだとかわめき出す。それで行くのだけれど

も、単なる一種のアルコール中毒的な時で少

し病院搬送すると１０分くらいでもう落ちつ

いて安定して、したら申しわけないと、家ま

で送ってくれとか。次の車両の利用はどうな

のかわからないのですけれども、そんなケー

スもありますよと。足寄の、医者でないか

ら、なかなか足寄町では今お聞きしようと

思ったのですけれども、署長の話では、若干

本当に少数だけれども、対象とならない、適

正な１１９番を利用されない方もちょっと

おったらしいですけれども、今課長がおっ

しゃった消防の日などに活字でいいですか

ら、そういうような啓発をこれからも続けて

してあげていただきたいと思います。

はい、いいです。

○委員長（高道洋子君） 答弁要らないです

ね。

次、ほかにありませんか。

木村委員。

○４番（木村明雄君） お伺いしたいのです
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けれども、たまたま螺湾に消防ポンプ車が入

るということなのですけれども、これはぱっ

と見させてもらうと、１台が３,０００万円

もするわけなのだけれども、この辺について

規模はどうなのか。これ２トンなのか、４ト

ンなのか、その辺ちょっとお伺いしたいと思

います。

○委員長（高道洋子君） 答弁、消防課長。

○消防課長（大竹口孝幸君） お答えいたし

ます。

木村議員、元団員さんですので、御存じか

と思いますけれども、今までの消防車とほぼ

変わりません。大きさとしてはそのままで

す。

総重量が５トン未満ということで、免許が

普通車の方でも乗れるような形で対応してお

ります。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） 木村委員。

○４番（木村明雄君） これ、入れかえとい

うことで、消防車はそんなにばんきり走るも

のではないわけなのだけれども、ここで耐用

年数はどのくらいなのか。そしてまた、今ま

で余り消防車は入っていなかったと思うわけ

なのだけれども、毎年毎年は入ってなかった

とは思うわけなのだけれども。これが入れか

えの時期になってきて、これから毎年のよう

に、これ更新にしていかなければならないの

か、どうなのか、その辺ちょっとお伺いした

いと思います。

○委員長（高道洋子君） 消防課長。

○消防課長（大竹口孝幸君） 耐用年数の話

ですが、大体１５年なのですが、走行距離だ

とか使用頻度を見まして大体２５年というこ

とで考えてます。ちょうど新年度２５年経過

するということで、計画を立てて上げており

ます。

これからの更新計画なのですが、ほとんど

毎年のようにちょうど２５年経過するもので

すから、これから上足寄、中足寄と順次更新

していく予定でございます。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

ほかにございませんか、消防費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 次、行きます。

２目水防費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目災害対策費。

田利委員。

○７番（田利正文君） １８１ページの防災

無線のデジタル化、町長の執行方針にもあり

ましたけれども、少し補足説明お願いできま

すか。

○委員長（高道洋子君） 総務課長、答弁。

○総務課長（大野雅司君） 防災無線のデジ

タル化施設更新につきまして、御説明させて

いただきます。

２カ年で実施する予定でございまして、１

年目については市街地、２年目については山

間部というようなことで進めたいと考えてお

ります。

これは全戸に対して個別受信機を設置する

ということで、個別受信機は全戸とそれと各

企業等、会社等にもお配りしたいと考えてお

ります。

２カ年でやることによって、不都合はない

かということでございますけれども、既に山

間部でスピーカーを聞き取れないというとこ

ろには個別受信機が配置済みでございますの

で、既存のスピーカーと、既存の無線と新し

く市街地に配置する各戸の個別受信機で既に

３０年度中には町内全戸で、ほぼ全戸で個別

受信機が行き渡ってきているという状況にな

ると、することができる考えております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

災害対策費、ほかにございませんか。

熊澤委員。

○１番（熊澤芳潔君） 済みません、関連し

て補足説明をお願いしたいのですけれども、

そうすると個別受信機、放送なりますよね。

それと同時に今使っている、町内の中で使っ

ているこの無線というのは併用してというよ
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うな感じもあるのですけれども、そこら辺は

どういう形になっているのでしょうかね。

○委員長（高道洋子君） 総務課長、答弁。

○総務課長（大野雅司君） 併用して、平成

３０年につきましては、山間部集落の個別受

信機を鳴らして、新しいデジタル化になった

部分の市街地の部分が設置が終わりました

ら、市街地の部分も鳴らせると。ですから、

それは例えば夏までにと、そういうことはで

きませんけれども、年度末の状況では併用し

て両方とも鳴らすということになろうかと考

えております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） 熊澤委員。

○１番（熊澤芳潔君） そうしたら全戸配付

になった時点でその屋外の放送無線はなく

なってしまうと、こういうことですね。

○委員長（高道洋子君） 総務課長。

○総務課長（大野雅司君） 申しわけござい

ません。勘違いいたしました。

屋外につきましては、新たに設置いたしま

す。と申しますのは、外で作業されている方

ですとか、町歩いている方もいらっしゃいま

すので、屋外は屋外でスピーカーが必要と考

えております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １８２ページ、第

１０款教育費に入ります。

第１項教育総務費の１目教育委員会費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目事務局費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目生涯学習研究

所費。（「過ぎてしまったけれどもいいです

かね」と呼ぶ者あり）

２目事務局費ですか。

事務局費。

田利委員。

○７番（田利正文君） 私が心配することで

はないのかと思いますけれども、足寄高校生

海外派遣事業がありますよね。足寄に来られ

るときは足寄で受け入れしますけれども、受

け入れかなり大変だと思うのですね。だけれ

どもこっちから行くときは、まだ向こうのほ

うが大変ですよね。数が多いですから。むろ

ん向こうは人口も多いし市ですから、対応、

受け皿の、何ですか、組織が大きいから大丈

夫なのかなという気もするのですけれども、

その辺はどうなのでしょうかね。ちょっと心

配なのですけれども。

○委員長（高道洋子君） 教育次長。

○教育次長（沼田 聡君） お答えします。

海外派遣の一応予算上は７０人見ておりま

すけれども、今の友好協会の会長さんという

のはグレッグ・フェルスキさんということ

で、第１１代の交流員のお父さんでございま

すけれども、こちらのほうで大変人数が、昨

年よりまたふえるけれども、受け入れはどう

なのでしょうかということでお聞きしたとこ

ろ、大丈夫ですと。幾ら来ても何とかこちら

で対応しますからと、そういう温かいお言葉

をいただいておりますので、平成３０年度実

施の上でも問題ないのかなというふうに思っ

ております。

以上です。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

事務局費、ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目生涯学習研究

所費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目スクールバス

管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目国際交流推進

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項小学校費の

１目学校管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目学校教育費。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目学校建設費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項中学校費の

１目学校管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目学校教育費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目学校建設費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２００ページ、行

きます。

第４項社会教育費の１目生涯学習費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目文化財費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目文化・スポー

ツ振興基金費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目博物館運営

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目生涯学習館

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６目社会教育事業

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５項保健体育費

の１目保健体育総務費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目総合体育館運

営費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目温水プール運

営費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目学校保健費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目学校給食費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６目給食車管理

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２２０ページ、第

１１款災害復旧費に入ります。

第１項公共土木施設災害復旧費の１目河川

災害復旧費、ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目道路橋梁災害

復旧費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第１２款公債費に

入ります。

第１項公債費の１目元金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目利子。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第１３款職員費に

入ります。

第１項１目職員給与費、ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第１４款予備費、

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） では、歳出総括あ

りませんか。

榊原委員。

○２番（榊原深雪君） バイオマスプラント

が１１月下旬には稼働と、町長の行政執行方

針にありましたけれども、できた施設に対し

て固定資産税の賦課が発生するのか、それと

それがお幾らぐらいになるのか、試算されて

いるのか、お聞きしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 答弁調整のため、

休憩いたします。

午前１１時３５分 休憩

午前１１時４１分 再開

○委員長（高道洋子君） 休憩を閉じ、委員

会を再開いたします。

答弁からお願いします。

住民課長。

○住民課長（松野 孝君） 今、榊原議員御

質問のバイオガス施設でございますけれど
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も、課税につきましては、１月１日現在を基

準日といたしまして課税を行いますので、平

成３１年度からになります。

それで、まだうちのほうで評価しておりま

せんので、評価というか、償却資産に、ほぼ

償却資産の施設になるものです。それでまだ

確定的な課税標準額及びそれに伴って税額の

算定はまだ算定はしておりませんけれども、

まず課税をするに当たりましては、バイオガ

ス施設発電設備につきましては、再生可能エ

ネルギー発電施設の発電施設になりますの

で、税額が２分の１になる特例がございま

す。それでまだ額がわかりませんので、これ

から精査して農協さん含めて、経済課含めて

協議してまいりたいと思っております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） 榊原委員。

○２番（榊原深雪君） 税金の査定でやっぱ

りまだ算定は難しいなとは思いつつ質問した

のですけれども、試算ですのである程度の計

算はされていたのかなと思って質問しました

けれども、まだされていないということでし

たら、また改めて質問させていただきたいと

思います。

それとまたバイオマスプラントのことなの

ですけれども、町長の行政執行方針にもあり

ましたように、地域経済の波及効果を得るた

め各関係機関との連携とありましたけれど

も、役場はどのようなことを担うのかお伺い

したいと思います。

○委員長（高道洋子君） 答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） まず既に協議を進

めているのは、処理していく中で一番大量に

出るのが液肥、消化液が出てくるわけです

ね。この消化液をどう有効活用していくのか

というのは、これまでも先進地では肥料効果

があるよ、あるよと聞いているのですけれど

も、これは足寄の家畜から出てきた液肥、こ

れが具体的に例えば畑作でどの品目でどうい

う効果があるのかというのは、これはやっぱ

り実証しなかったら生産者の皆さん方にこれ

ただで配るわけにいきませんから、生産者の

皆さん方、肥料効果あるよと言ってもなかな

か新しいものにというのはならないというふ

うに思ってますから。私、もう昨年の段階か

ら、この普及センターの所長に、このことを

ぜひ協力してくれというお話をさせていただ

いて、普及センター全面的に協力するよとい

うことで、今のところ、今のところ、道の補

助事業の中で、私３年間と提起しているので

すけれども、今のところ道の補助で北海道の

機関も全面的に協力していただいて、そうい

う取り組みができるのかなということで、ま

だ確定ではありませんけれども、そんなこと

で進めているということであります。

その他、出てきた再生敷料なんかについて

も当然副産物で出てくるわけでありますか

ら、そこら辺も含めて、どういう形でいくの

か、これは町もしっかりと中に入って、主体

はやっぱりＪＡということになりますけれど

も、ＪＡと生産者、そして関係する、先ほど

申し上げたとおり、道とも協議も含めなが

ら、町も積極的にこれにはかかわっていきた

いなと思っております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

歳出の総括、ほかにございますか。

田利委員。

○７番（田利正文君） １４５ページなので

すけれども、環境保全型直接支払事業です

か。これ２つお聞きしたいのですけれども、

説明書の５４ページに面積等書いてありま

す。これは毎年同じ人が同じ圃場でやってい

るのか、それとも変わっているのか、ちょっ

とお聞きしたいのですけれども。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

まず同じ生産者かということについては、

ほぼ同じ生産者です。その圃場はということ

は、若干輪作体系の変更もありますけれど

も、同じ圃場でなく、また違う圃場というこ

とでの活用というか、この事業を活用してお

ります。
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以上でございます。

○委員長（高道洋子君） 田利委員。

○７番（田利正文君） もう１点なのですけ

れども、補助事業だというのはわかってます

けれども、この狙いですね。言えば、ここに

書いてある有機農業をもう少し広げたいとい

うふうに考えている事業なのかどうかという

ことをちょっと知りたいのですけれども。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

議員仰せのとおり、化学肥料の軽減を図っ

て、それに対する作物の農薬を、化学薬品で

すか、化学農薬を減肥することによって、生

産者に対してでも安全な食品という形につな

がっていくということで考えておりますの

で、これについては、何というのだ、この事

業を活用することによって、有機農業の取り

組みをきちんと行っていきたいというような

形でもって取り組んでいくということであり

ます。

○委員長（高道洋子君） 田利委員。

○７番（田利正文君） であるならば、取り

組む農家の方といいますか、取り組む圃場の

面積といいますか、広がっていくのではない

のかなと気がするのです。その辺はどうなの

でしょうか。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えします。

ちょっと先ほどの質問ぐたぐたになって済

みませんでした。

これについての取り組み面積というのも、

年々増加していくし、生産者も若干ではあり

ますけれども、ふえてきております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

歳出、ほかに総括ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） なければ、１０

ページにお戻りください。

歳入に入ります。

項で進めます。

第１款町税の第１項町民税。

榊原委員。

○２番（榊原深雪君） 質問いたします。

町税は昨年より個人では９.８％増と多く

見込まれておりましたけれども、行政執行方

針では人口が２年続いて二桁の減少となり、

減少に一定の歯どめがかかってきているもの

と考えているとありました。

自主財源の根幹であります町税の今後の見

通しと対策について伺いたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 住民課長、答弁。

○住民課長（松野 孝君） お答えいたしま

す。

まず町民税につきましては、予算書にござ

いますとおり、個人、法人合わせて前年比で

約２,７００万円の増となってございます。

総務省の地方財政計画におきましては、地方

税収の伸びが大きいということで、そのまま

で、それでうちが個人町民税も増だったらよ

ろしいですけれども、足寄町におきましても

景気がまだ景気がいいという状況ではござい

ませんので、前年並みで予算は見たところで

ございます。

ただ２,９００万円という大きな額になっ

てございますのは、前年の予算額をちょっと

厳しく見込み、本来であればもうちょっと多

く見るべきだったところ、今回も４,３００

万円ほど平成２９年度の予算、補正しており

ますので、ちょっと若干この増分につきまし

ては、前年度の予算額よりもちょっと大き

かったのかなというふうに考えております。

あと、今後の町税の対策といいますか、い

かに税収を伸ばすかということでございます

けれども、まず当然徴収に当たってしっかり

とした徴税率の向上に向けて、徴税率の向上

に取り組むことと、あと地方税の根幹であり

ます固定資産税が基幹となる税でございます

ので、課税客体の把握に努めて課税客体の把

握をして固定資産の課税漏れがないよう今後

さらに推し進めて、地方税収の向上に向けて

取り組んでまいりたいと考えているところで

ございます。
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以上でございます。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項固定資産

税。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項軽自動車

税。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４項町たばこ

税。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５項入湯税。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款地方譲与税

の第１項自動車重量譲与税。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２項地方揮発油譲

与税。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款、第１項利

子割交付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １４ページ、第４

款、第１項配当割交付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５款、第１項株

式等譲渡所得割交付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第６款、第１項地

方消費税交付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第７款、第１項自

動車取得税交付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第８款、第１項国

有提供施設等所在市町村助成交付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第９款、第１項地

方特例交付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第１０款、第１項

地方交付税、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第１１款、第１項

交通安全対策特別交付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第１２款分担金及

び負担金の第１項分担金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項負担金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第１３款使用料及

び手数料の第１項使用料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項手数料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２２ページ、第１

４款国庫支出金の第１項国庫負担金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項国庫補助

金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項国庫委託

金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第１５款道支出金

の第１項道負担金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項道補助金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項道委託金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３２ページ、第１

６款財産収入の第１項財産運用収入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項財産売払収

入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第１７款、第１項

寄附金。

１１番。

○１１番（髙橋秀樹君） ふるさと納税につ

いてお伺いをいたします。
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昨年度は約１億円の収入を見込んでおりま

したが、マイナス２,４００万円という形で

推移したと思っているのですが、今年度７,

０００万円というふうにして、減額をしてお

ります。

まず、去年の主たるマイナスになった主た

る原因等お教えを願いたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 総務課長、答弁。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

平成２９年度減った原因につきましては、

当初１億円が七千数百万円ということで、や

はり他町村で強力に取り組みを進めだしたと

いうことが最大の要因と考えております。

そこで寄附先が、足寄町は十勝管内的にも

結構早目に取り組んだ部分で、他町村よりも

多額に寄附を集められていたのですけれど

も、それが各町村足並みそろえる状況になっ

たものですから、分散してしまったというこ

とが主たる原因と考えております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） １１番。

○１１番（髙橋秀樹君） 今年度はそれにも

増して３割という、総務省からの通達があっ

たと思うのですけれども、この件に関しては

町としてはどのようにお考えなのでしょう

か。

○委員長（高道洋子君） 総務課長。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

総務省からの返礼品を３割以内に収めるよ

うにという御助言というか御指導というか、

のことでございますが、このふるさと納税に

つきまして、その制度を健全に将来的に長く

続けていくためには、やはり国の施策に則っ

たことで足寄町も取り組んでいかなければな

らないと考えておりますので、もう既に返礼

品本体については３割以内ということで、現

在調整済みでございまして、それに諸経費、

送料とかいろいろかかりますと、５０％に届

く場合もございますが、そのようなことで３

割以内に収めるというふうに考えておりま

す。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） 髙橋委員。

○１１番（髙橋秀樹君） そうすると、この

返礼品３割になると、今現状で去年の段階で

返礼品３割というのではなくて２,４００万

円の減という形でなってたのですけれども、

これ以上に減る可能性があるというふうに町

としては試算しているのでしょうか。

また、これふるさと納税は足寄町の特産品

をアピールできる場だと、僕は考えているの

ですけれども、それをやはり今後も推奨して

いこうとお考えなのか、どのような将来的な

方向性というのはどういうふうに考えている

のかお伝えください。

○委員長（高道洋子君） 総務課長。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

寄附見込み額７,０００万円ということ

で、下がる見込みなのかという御質問でござ

いますけれども、実は本年の２月末現在では

７,１００万円ほどでございます。７,１００

万円ほどでございます。ただ、もう３月一月

ございますので、これより少しあるかと思い

ますが。ではそれよりなぜ少ないのかと申し

ますと、歳入でございますので、歳入を多額

に見込みますと、それ歳入結果に、これだけ

の差額の予算額ですと、１,０００万円、２,

０００万円が与える影響というものは小さい

ものでございますけれども、あんまり当初は

多額に見込まないということで、７,０００

万円という計上にしてございます。これで途

中で見込みが変わってくれば、増額なりとい

うこともあり得るかもしれません。そして、

今のところの見込みは、本年並みの７,００

０万円、今７,１００万円ですけれども。

今後、ではどう進めていくのかといいます

のは、議員仰せのとおり、地場産品を販路と

しては大変に有益なものでございますので、

進めてまいりたいと考えておりまして、それ

につきましては雑誌とか、電子メディア等の

広告掲載ですとか、ふるさと納税フェアです
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とか、都会でやっておりますので、それでＰ

Ｒするとか、そういった手法をとって寄附額

の増加に、減少を食いとめ、さらには増加に

つなげたいと、そのように推奨していきたい

と考えております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） 髙橋委員。

○１１番（髙橋秀樹君） 大変よくわかりま

した。

特産物の新しい開発等々も町として力を入

れていると思うのですけれども、もっとこれ

を活用していただけるというアピールという

のも必要なのではないかなというふうに思う

のですけれども、その辺のアピール方法とし

て町の商工業者の方に今後どのようにアピー

ルしていく方法があるのかなというふうに

ちょっと思っているのですけれども、その辺

はどうお考えでしょうか。

○委員長（高道洋子君） 総務課長、答弁。

○総務課長（大野雅司君） 毎年広報誌でふ

るさと納税の状況と、取り扱いしてみません

かというお声かけをさせていただいておりま

す。今後もそういった形でしていくことにな

ろうかと思います。

ただ個別でこれはと思うものには、お問い

合わせしたりもしているケースもございま

す。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

それでは時間が来ましたので、昼食のため

休憩したいと思います。

１３時から再開いたします。

午後 ０時０１分 休憩

午後 １時００分 再開

○委員長（高道洋子君） 休憩を閉じ、委員

会を再開いたします。

３４ページ、寄附金からでございますが、

寄附金の第１項で、ほかに質疑ありますか。

熊澤委員。

○１番（熊澤芳潔君） 寄附金の関係で、節

の１ですか。ふるさと納税寄附金ということ

で。

髙橋議員のほうからいろいろお話がござい

ました。ですけれども、今回７割が３割にな

りましたよというお話ございましたよね。そ

れで、簡単に言えば７割で３割減ったわけで

すから、足寄町としては使える部分ふえたよ

ということなものですから。そういった意味

から言うと、もう少し返礼品というか、そう

いった品物を開発研究ですか、そういったも

のにも使うことも望ましいのかなと思うので

すけれども、そこら辺については考え方がお

聞きしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 総務課長。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

５割から３割に返礼品は減ったということ

でございまして、２割幅が広まったというこ

とでございます。

特産品開発の件に関しましては、いろいろ

な、商工のほうで取り組んでおりますので、

経済課長のほうから若干補足答弁させていた

だきます。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えします。

特産品の開発等ということでの部分におい

ては、今現在地域おこし協力隊という形の中

で、ことしも今現在１人います。もう１人地

域おこし協力隊、この方も募集するような予

算計上させていただきながら、そこで商工会

の青年だとか地域の人たちと、どういうふう

に開発していくかということを、今これから

商品化に向けているところ、開発しながら進

めさせていただいて、それがふるさと納税の

寄附金につながるような形になっていくこと

を望みながら進めさせていただいて、今現在

考えております。

以上です。

○委員長（高道洋子君） 熊澤委員。

○１番（熊澤芳潔君） それと返礼品の関係

だったので、３町連携をしてそういった品物

を開発、開発なのか。私ちょっと陸別町に

行ったときにお話に聞いたのですけれども、

そういった連携もしながらやっているよとい



― 24―

うことだったものですから、そういったもの

にも返礼品をつなげていくということも方法

なのかなという気がしますけれども、そこら

辺のことは話にはあるのでしょうかね。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） 先ほど質問の中

でもあったのですけれども、要は現在３町で

進めている観光ＤＭＯという形でつながって

いけばいいということになっているわけなの

ですけれども、その中でもひとつちょっと３

町で何かできないかということでいけば、地

ビールの商品開発、これにちょっと今手を加

えているような状況で、現在帯広の方とも貯

蔵というか、ちゅうぞう、貯蔵というのか

な、そっちのほうをどのようにやっていって

いいかということを試行錯誤しながら進めて

いくと。これがいわゆる商品になっていけ

ば、３町で連携した商品ができるのかなとい

うことと、あと先ほどこの新年度予算の中に

もありましたし、継続してやっている産業振

興補助金、それの商品開発に伴って何かでき

ないかということでの支援、これも含めまし

て、できれば１品でも多く商品開発につなげ

ていくものができればということで、今取り

進めておりますので、御理解のほどよろしく

お願いします。

○委員長（高道洋子君） 熊澤委員。

○１番（熊澤芳潔君） 本当にこの事業、本

当に活性化の、商店街の活性も含めてすばら

しい事業なのかなという気がいたしますの

で、ぜひ大いに資金も利用しながら開発研究

よろしくお願いいたします。

○委員長（高道洋子君） ほかに、ございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） では次、第１８款

繰入金の第１項基金繰入金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項特別会計繰

入金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第１９款、第１項

繰越金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２０款諸収入の

第１項延滞金、加算金及び過料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項預金利子。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項貸付金元利

収入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４項受託事業収

入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５項雑入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４４ページ、第２

１款、第１項町債。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳入総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６ページにお戻り

ください。

第２表債務負担行為、３件、質疑はありま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３表地方債、５

件、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １ページにお戻り

ください。

第４条一時借入金、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５条歳出予算の

流用、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 全体に対する総括

ありませんか。

髙橋委員。

○１１番（髙橋秀樹君） 今回行政執行方

針、町長の方針の中にもあるように、非常に

大きな予算組みに、１０１億円という大きな
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予算組みになっております。これはほかの町

村にも類を見ないほどの予算組みになってい

ると思うのですけれども。今回は前年度とは

違って余裕を持った予算ではないと、私は

思っております。

これを町長のほうとして、どのようにお思

いになっているのか、町長のお考えを再度お

伺いをしたいと思っております。

○委員長（高道洋子君） 答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） お答えをいたしま

す。

執行方針でも触れさせていただきましたけ

れども、とりわけ歳入面でいきますと、国の

動きが交付税にかかわる部分、これはもう全

体の動きとして継続して、国はこういう言い

方しているのですね。国は余りお金ないけれ

ども、地方は基金も含めて貯金がいっぱいあ

るぞと。ちょっと地方が裕福でないかという

ような、そんな言い方も随分新聞報道なども

されていて、私どもも極めて危機感を持って

いるわけであります。

これはもう本当に相当前になりますけれど

も、平成１６年、１７年、小泉政権のときに

交付税が思いっきり減らされて大変な思いを

して財政運営やってきた次第であります。

幸いにして我が町はその後の、少しずつ元

にはもどってませんけれども、少しずつ交付

税が戻ってきたことを含めて、それから自立

プランをつくって、やっぱり一番強烈だった

のはやっぱり人件費の削減だというふうに私

は思ってますけれども。５人退職して１人し

か採用しないよと、これずっと続けてきたわ

けであります。私の頭の中では、ざっと年間

３億円の人件費を削ってきたと。これが１０

年続けば３０億円ということでありますか

ら。ですから、おかげさまで基金も明らかに

しているとおり、約６０億円ぐらいの基金残

高、全ての基金を足し算すればあるというこ

とであります。

そういう中にあって、今我が町はいろいろ

な取り組み、ＪＡ、基幹産業のＪＡを含めて

大きな取り組みも進んできているということ

であります。

今年度の予算１００億円、当初予算で１０

０億円超える予算を組みました。これは、私

は根底に据えているのは、やっぱり国も言っ

ている地方創生、人口減少社会にどうそれぞ

れの地域が対応していくのか、抗していくの

かと。この部分でいきますと、やっぱり我が

町は一番の基本は子育て支援にしっかり力を

入れて、そして基幹産業をしっかり守り、

もっと言えば、次の展開を見据えてやってい

くべきだと、こんなふうに思っているところ

であります。

そういう意味では、おかげさまで先ほど

言った基金の残高もあるということも含め

て、積極的な、あるいはもっと言えば、次の

次年度以降につながるような予算の組み立て

が一定程度できたのかなと、そんなふうに

思っているところでございます。

まだ、これも執行方針で触れましたけれど

も、まだ福祉施設の関係で、条件が整えばこ

れ以降の臨時議会で補正予算の提案というこ

とも考えてますから、さらにもう少し予算的

にはふえるのかなと、そんな思いしてますけ

れども。しかし財政状況からいきますと、基

金の残高も含めて、これはもう十分耐えれる

ような状況になってますので。これはかつて

は私も首長就任してから、金ない金ないと、

ともかく節約しようということで、全職員に

も言ってきたのですけれども、これはもうや

るべきことはやっぱり今後の足寄町のまちづ

くりに欠かせないものはやっぱり、ある意味

積極的にやっていこうと、やっていくべきだ

というふうに思って、こういう予算の提案に

なったということでございますので、御理解

いただきたいなというふうに思います。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

全体に対する総括、ほかにありますか。

榊原委員。

○２番（榊原深雪君） 行政執行方針の中に

ありました、高齢者福祉関係では、平成２９

年度実施設計を進めている認知症高齢者グ
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ループホームについて、早期に具現化できる

よう条件整備に努めますとありました。ここ

のところの具現化できるよう条件整備という

ことを、もっと具体的にお話し願いたいので

すが。

○委員長（高道洋子君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 答弁させていた

だきます。

グループホームの実施設計を平成２９年度

補正予算で通させていただきまして、間もな

く実施設計が完了する予定でございます。

この実施設計を受けまして、具体の予算、

建築主体なり、電気設備なり、外構なりの予

算組みを実際のところの備品等も含めた全体

経費を積算して、できれば６月にはハード的

な部分ではそれを予算化して進めたいと考え

てます。

一方ソフト的な面、人の確保という面でご

ざいますが、今回指定管理者として高齢者等

複合施設を３年間指定管理者で委託をするこ

とで承認いただきましたので、そちらのほう

の、まずグループホームについては既に１ユ

ニットございますので、新たに建てる２ユ

ニット目のオープンに向け、できれば４月、

来年４月１日を目標に、人の配置等も社会福

祉協議会と詰めていきたいと考えてます。

そこで人的な配置なのですが、やはり人材

確保というのが非常に重要でございまして、

ハードが整っても人が整わなくてはどうにも

ならないということで、社会福祉協議会とは

もう来年の４月１日のオープンに向けて、人

の確保を社会福祉協議会のみならず町と一体

になって確保に努めましょうと。４月１日、

来年４月１日に人が配置されればいいという

わけではなく、当然施設のソフト的なもの

だったり、ハード的なものも、運営的なもの

も今いる人材だけでは今の仕事だけで手いっ

ぱいなので、来年の４月以降の運営の部分

も、新たな人を確保して準備を進めなければ

いけないということで、社会福祉協議会のほ

うでは可能であれば数名を準備室みたいな形

で配置して、既にいるグループホームの職員

なり、またはもともとの副管理者なり総合施

設長なりと連携して新たな準備室の中で用意

をしていくと。そこでは、備品なり運営な

り、さらに人の確保という部分でも９人の方

が入られるようなフルの条件整備に向けて、

これから具体的な確保、取り組みを社協と町

で同時で進めたいというふうに考えてます。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） 榊原委員。

○２番（榊原深雪君） 現在１ユニットで９

名いらっしゃるということで、介護の福祉士

の方は今何名、その担当されているのです

か。

○委員長（高道洋子君） 福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） グループホーム

という。配置基準で３対１だと思ったので、

常時３人ぐらいは昼までいると。ローテー

ション組みますので、大体やっぱり七、八人

はいると。夜間は必ず１人は配置しなくては

いけないということなので。確保する目標と

しては七、八人で、それを新たに新規で七、

八人そろえなくてはいけないかというと、既

にいる方との配置がえだったり、パートで働

いている方を長期で持ってきたりという形

で、フルで新人ばかりを８人なり確保すると

いうような考えではないということです。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） 榊原委員。

○２番（榊原深雪君） 介護福祉士の方をそ

れに当たって、学校関係などは６月に解禁に

なるそうで、そういう前年度から確保に、各

町村の方は走り回っているようなのです。そ

れで、足寄もそういうふうに、これまでもさ

れてきたと思うのですけれども、ハード面で

整ってもなかなか入所者もあって、さあとい

うときに、人材が不足していると本当に大変

だなと思いますし、介護の仕事は本当に大変

な仕事でありますし、体力、精神面ももちろ

ん、疾患理解や医療知識だって必要なのに、

人手不足によって大変今現在いる方に負担を

かけてしまうというところも出てくるのでは

ないかという不安感もあるようなのですが、
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そこのところはどう考えられてますか。

○委員長（高道洋子君） 福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 答弁させていた

だきます。

社会福祉協議会、高齢者等複合施設オープ

ンして３年、４年たちまして、離職者が少な

いと。なぜ離職者が少ないかというと、給与

面もそこそこ、そんなに十分ではなかったの

です、これまでは。が、そこそこで、ソフト

的なもの、いわゆるブラックの働き場所では

なく、ほかの都会でもある程度給与が恵まれ

ているところに行こうというよりも、私はこ

の足寄で頑張っていきたいというような、育

て方もうまいのか。それに、施設、研修等も

ほかのところに比べれば充実しているという

ことで、内部の監査等、あとサービスの条件

なり処遇が適切かどうかというのを外部評価

していただいたところ、悪いところがほとん

どないということで、余りにもよすぎるので

す。何かもうちょっと厳しくてもよかったの

かなというところもあったような話ですけれ

ども。働いている方は今の条件、今回３０年

度から若干見直しもかかるようですけれど

も、職場としては、役場から見た目線でいえ

ば、いい職場なのかなというところで。

ちょっと余談になりますけれども、来年の３

月に卒業する方というのは本当にもう数が限

られてますので、去年からもいろいろと、そ

のときの３年生の方のところにも声をかけた

りして、いろいろとつなぎを続けているよう

な形でございますけれども、こればっかりは

本当に厳しい状況だということで。グループ

ホームでいえば資格がなくても、介護の職場

で働いていただくこともできますので、そう

いう方に働いていただいて、また資格を、働

きながら資格を取得していただくとか、そう

いう形も考えていきたいと思います。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） 榊原委員。

○２番（榊原深雪君） そうですね。今丸山

課長が丁寧に説明いただきましたので、ほぼ

理解できておりますけれども、他町村から介

護福祉士が来るということになりますと、住

居の問題は足寄町で確保できるようになって

いるのでしょうか。

○委員長（高道洋子君） 福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 答弁させていた

だきます。

住居の、具体的な住宅施策の専門ではない

のですけれども、介護職の方が、若い方が入

りたいというような、例えば６畳６畳で台所

つきで家賃が４万、５万円ぐらいの、でユ

ニットバスで、五、六万円というのは結構町

内民間の方が建てていただいていて、むすび

れっじで言えば社会福祉協議会の町と変わら

ぬ住宅補助があるがゆえに、今のところ住宅

がないために来れないとかというところは今

のところ、私の耳には入ってないです。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） 榊原委員。

○２番（榊原深雪君） 住宅の確保はほぼ心

配ないということで安心いたしましたけれど

も、高い専門性に見合った待遇が整備されて

も、されていく必要もあるということで、政

府はやはり保育士の問題もそうなのですけれ

ども、こういった才能ある職員の方を中心に

８万円ぐらい相当の処遇改善を図るというこ

とを発表しました。そこで足寄町としての処

遇改善の考えはどのようになってますでしょ

うか。

○委員長（高道洋子君） 福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 答弁させていた

だきます。

多分８万円というのは、今後見直しが行わ

れる厚生労働省がいうには、１０年勤続され

た方に月額８万円ぐらい目安として、そのよ

うな目安で全体的な処遇改善を図るというこ

とで。１０年に限らずこれまでも処遇改善と

いうのは順次行われてまして、社会福祉協議

会も処遇改善の、今回一番いい改善の方策と

して職員のキャリアアップに応じた給与を上

げると。役職が上がることによって、役場で

いったら級が上がるとかというような形で、

長期に勤続していただける環境を整えるとい



― 28―

うことで、それぞれの事業所は処遇改善の施

策を行うことを町なり国が、道が認めたらそ

の分介護報酬を加算して報酬をとることがで

きると。その加算した報酬がきちんと給料に

払うことができるような体制を整えるという

ことで。

町としましては、できればどこの事業も全

て処遇改善の対策をとっていただいて、フル

で加算をとっていただいて、そのお金が介護

従事者の方に行くような形をやっていただき

たいという形で、町のほうでもできるだけそ

れを進めるようにお願いしておりまして、今

回の社協のほうも処遇改善のほうでかなり充

実をかけるということで。町全体で、町の職

員のほうは別なのですけれども、事業所のほ

うでは処遇改善図られて、町のほうでも進め

ているということです。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） 榊原委員。

○２番（榊原深雪君） ただいまの福祉課長

の説明で十分理解できました。

それで今後も福祉課としては、大変な重責

を担っておられると思いますけれども、社会

福祉協議会とも連携をとり合って、十分な、

働く人にも温かい手立てをしていただくよう

にお願いして質問を終わります。

○委員長（高道洋子君） それでは、ほか

に、総括ございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） なければ、これで

質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 討論なしと認めま

す。

これで、討論を終わります。

これから、議案第３７号平成３０年度足寄

町一般会計予算の件を採決します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

したがって、議案第３７号平成３０年度足

寄町一般会計予算の件は、原案のとおり可決

されました。

◎ 議案第３８号から議案第４４号まで

○委員長（高道洋子君） これから、議案第

３８号平成３０年度足寄町国民健康保険事業

特別会計予算の件を議題といたします。

提出議案につきましては、既に説明を受け

ておりますので、これから質疑に入ります。

特別会計予算書の１８ページをお開きくだ

さい。

歳出から進めます。

目で進めます。

第１款総務費、第１項１目一般管理費、質

疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目連合会負担

金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項１目賦課徴

収費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目納税奨励費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項１目運営協

議会費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款保険給付

金、第１項１目療養諸費、質疑はありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目高額医療費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目移送費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目出産育児諸

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目葬祭諸費。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○委員長（高道洋子君） 第３款国民健康保

健事業納付金、第１項１目医療給付費分。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目後期高齢者支

援金等分。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目介護納付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款共同事業拠

出金、第１項１目共同事業拠出金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５款保健事業

費、第１項１目保健衛生普及費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項１目特定健

康診査等事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第６款基本積立

金、第１項１目基金積立金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第７款公債費、第

１項１目利子。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第８款諸支出金、

第１項１目一般被保険者保険税還付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目退職被保険者

等保険税還付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目一般被保険者

保険税還付加算金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目退職被保険者

等保険税還付加算金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目保険給付金等

交付金償還金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６目療養給付金等

負担金償還金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ７目療養給付金等

交付金償還金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ８目特定健康診査

等負担金償還金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ９目その他償還

金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項１目直営施

設勘定操出金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第９款予備費、第

１項１目予備費、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳出総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ８ページにお戻り

ください。

歳入に入ります。

項で進めます。

第１款、第１項国民健康保険税。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款、第１項道

補助金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款、第１項他

会計繰入金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項基金繰入

金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款、第１項繰

越金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５款、第１項延

滞金、加算金及び過料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項預金利子。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項受託事業収

入。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４項雑入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳入総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １ページにお戻り

ください。

第２条一時借入金、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 全体に対する総括

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これで質疑を終わ

ります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第３８号平成３０年度足寄

町国民健康保険事業特別会計予算の件を採決

します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

したがって、議案第３８号平成３０年度足

寄町国民健康保険事業特別会計予算の件は、

原案のとおり可決されました。

３９ページをお開きください。

これから、議案第３９号平成３０年度足寄

町簡易水道特別会計予算の件を議題といたし

ます。

提出議案につきましては、既に説明を受け

ておりますので、これから質疑に入ります。

４８ページをお開きください。

歳出から進めます。

目で進めます。

第１款総務費、第１項１目一般管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款施設費、第

１項１目営繕費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款水道工事

費、第１項１目水道工事費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款公債費、第

１項１目元金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目利子。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５款予備費、第

項１目予備費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳出総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４６ページ、歳入

に入ります。

項で進めます。

第１款、第１項事業収入、質疑はありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款、第１項国

庫補助金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款、第１項他

会計繰入金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款、第１項繰

越金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５款、第１項雑

入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第６款、第１項町

債。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４２ページにお戻

りください。

第２表地方債１件、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○委員長（高道洋子君） 歳入総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 全体に対する総括

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これで質疑を終わ

ります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第３９号平成３０年度足寄

町簡易水道特別会計予算の件を採決します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員起立です。

したがって、議案第３９号平成３０年度足

寄町簡易水道特別会計予算の件は、原案のと

おり可決されました。

６１ページをお開きください。

これから、議案第４０号平成３０年度足寄

町公共下水道事業特別会計予算の件を議題と

いたします。

提出議案につきましては、既に説明を受け

ておりますので、これから質疑に入ります。

７２ページをお開きください。

歳出から進めます。

目で進めます。

第１款総務費、第１項１目一般管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目普及促進費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項１目処理場

管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目管渠管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款事業費の第

１項１目事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款公債費の第

１項１目元金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目利子。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款予備費、第

１項１目予備費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳出総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６８ページ、歳入

に入ります。

項で進めます。

第１款、第１項負担金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款、第１項使

用料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款、第１項国

庫補助金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款、第１項他

会計繰入金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５款、第１項繰

越金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第６款、第１項延

滞金、加算金及び過料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項雑入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第７款、第１項町

債。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳入総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６４ページにお戻
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りください。

第２表債務負担行為２件、質疑はありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３表地方債１

件、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 全体に対する総括

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これで質疑を終わ

ります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４０号平成３０年度足寄

町公共下水道事業特別会計予算の件を採決し

ます。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員起立です。

したがって、議案第４０号平成３０年度足

寄町公共下水道事業特別会計予算の件は、原

案のとおり可決されました。

８９ページをお開きください。

これから、議案第４１号平成３０年度足寄

町介護保険特別会計予算の件を議題といたし

ます。

提出議案につきましては、既に説明を受け

ておりますので、これから質疑に入ります。

１０２ページをお開きください。

歳出から進めます。

目で進めます。

第１款総務費、第１項１目一般管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項１目賦課徴

収費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項１目介護認

定審査会費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目認定調査等

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４項１目趣旨普

及費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款保険給付

費、第１項１目介護サービス給付費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目審査支払手数

料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目高額介護サー

ビス費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目高額医療合算

介護サービス費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目特定入所者介

護サービス費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １１０ページ、第

３款地域支援事業費、第１項１目介護予防・

生活支援サービス事業費、質疑はありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目介護予防ケア

マネジメント事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項１目一般介

護予防事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項１目総合相

談事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目権利擁護事業

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目任意事業費。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目在宅医療・介

護連携推進事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目認知症総合支

援事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６目地域ケア会議

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ７目生活支援体制

整備事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４項１目審査支

払手数料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款諸支出金、

第１項１目第１号被保険者保険料還付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳出総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ９６ページ、歳入

に入ります。

項で進めます。

第１款、第１項介護保険料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款、第１項負

担金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款、第１項国

庫負担金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項国庫補助

金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款、第１項支

払基金交付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５款、第１項道

負担金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項道補助金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第６款、第１項他

会計繰入金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第７款、第１項繰

越金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第８款、第１項延

滞金、加算金及び過料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項雑入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項預金利子。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳入総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 全体に対する総括

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これで質疑を終わ

ります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４１号平成３０年度足寄

町介護保険特別会計予算の件を採決します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

したがって、議案第４１号平成３０年度足

寄町介護保険特別会計予算の件は、原案のと

おり可決されました。

１２１ページをお開きください。

これから、議案第４２号平成３０年度足寄

町足寄都市計画足寄市街地区土地区画整理事

業の特別会計予算の件を議題といたします。
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提出議案につきましては、既に説明を受け

ておりますので、これから質疑に入ります。

１３０ページをお開きください。

歳出から進めます。

目で進めます。

第１款総務費、第１項１目一般管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款事業費、第

１項１目事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款公債費、第

１項１目元金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目利子。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款予備費、第

１項１目予備費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳出総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １２８ページ、歳

入に入ります。

項で進めます。

第１款、第１項手数料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款、第１項他

会計繰入金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款、第１項繰

越金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款、第１項雑

入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳入総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 全体に対する総括

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これで質疑を終わ

ります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４２号平成３０年度足寄

町足寄都市計画足寄市街地区土地区画整理事

業特別会計予算の件を採決します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

したがって、議案第４２号平成３０年度足

寄町足寄都市計画足寄市街地区土地区画整理

事業特別会計予算の件は、原案のとおり可決

されました。

１３５ページをお開きください。

これから、議案第４３号平成３０年度足寄

町介護サービス事業特別会計予算の件を議題

といたします。

提出議案につきましては、既に説明を受け

ておりますので、これから質疑に入ります。

１４６ページをお開きください。

歳出から進めます。

目で進めます。

第１款総務費、第１項１目一般管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款介護サービ

ス事業費、第１項１目特別養護老人ホーム運

営費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款、第１項１

目予備費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳出総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １４２ページ、歳

入に入ります。

項で進めます。
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第１款、第１項介護サービス給付費収入、

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項介護サービ

ス利用者負担金収入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項他会計負担

金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款、第１項財

産運用収入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款、第１項他

会計繰入金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款、第１項雑

入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳入総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 全体に対する総括

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これで質疑を終わ

ります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４３号平成３０年度足寄

町介護サービス事業特別会計予算の件を採決

します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

したがって、議案第４３号平成３０年度足

寄町介護サービス事業特別会計予算の件は、

原案のとおり可決されました。

１６１ページをお開きください。

これから、議案第４４号平成３０年度足寄

町後期高齢者医療特別会計予算の件を議題と

します。

提出議案につきましては、既に説明を受け

ておりますので、これから質疑に入ります。

１７２ページをお開きください。

歳出から進めます。

目で進めます。

第１款総務費、第１項１目一般管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項１目賦課徴

収費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款後期高齢者

医療広域連合納付金、第１項１目後期高齢者

医療広域連合納付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款諸支出金、

第１項１目保険料還付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目償還金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款、第１項１

目予備費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳出総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １６８ページ、歳

入に入ります。

項で進めます。

第１款、第１項後期高齢者医療保険料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款、第１項国

庫補助金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款、第１項一

般会計繰越金。失礼しました。

第３款、第１項一般会計繰入金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項保健基盤安
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定繰入金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款、第１項繰

越金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５款、第１項延

滞金、加算金及び過料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項償還金及び

還付加算金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項預金利子。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４項受託事業収

入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳入総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 全体に対する総括

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これで質疑を終わ

ります。

これから、討論を行います。

討論ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４４号平成３０年度足寄

町後期高齢者医療特別会計予算の件を採決し

ます。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

したがって、議案第４４号平成３０年度足

寄町後期高齢者医療特別会計予算の件は、原

案のとおり可決されました。

◎ 議案第４５号

○委員長（高道洋子君） これから、議案第

４５号平成３０年度足寄町上水道事業会計予

算の件を議題といたします。

提出議案につきましては、既に説明を受け

ておりますので、これから質疑に入ります。

６ページをお開きください。

収益的支出から目で進めます。

第１項営業費用の１目原水及び浄水費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目配水及び給水

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目総係費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目減価償却費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目資産減耗費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項営業外費用

の１目支払利息及び企業債取扱い諸費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目消費税及び地

方消費税。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目雑支出。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項１目予備

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６ページ、収益的

収入に入ります。

一括で行います。

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １２ページをお開

きください。

資本的収入及び支出一括で行います。

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 総括ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○委員長（高道洋子君） ２ページにお戻り

ください。

第５条企業債から第８条棚卸資産購入限度

額まで質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 総括ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これで質疑を終わ

ります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４５号平成３０年度足寄

町上水道事業会計予算の件を採決します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

したがって、議案第４５号平成３０年度足

寄町上水道事業会計予算の件は、原案のとお

り可決されました。

◎ 議案第４６号

○委員長（高道洋子君） これから、議案第

４６号平成３０年度足寄町国民健康保険病院

事業会計予算の件を議題といたします。

提出議案につきましては、既に説明を受け

ておりますので、これから質疑に入ります。

６ページをお開きください。

収益的支出から目で進めます。

第１項医業費用の１目給与費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目材料費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目経費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １４ページ、４目

減価償却費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目資産減耗費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６目研究研修費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項医業外費用

の１目支払利息及び企業債取扱い諸費、質疑

はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目患者外給食材

料費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目消費税及び地

方消費税。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目雑損失。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項特別損失の

１目その他特別損失。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第１項１目予備

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６ページ、収益的

収入に入ります。

一括で行います。

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １６ページ、資本

的収入及び支出一括で行います。

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 総括ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２ページへお戻り

ください。

第５条企業債から第１０条棚卸資産購入限

度額まで質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 総括ありません

か。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これで質疑を終わ

ります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４６号平成３０年度足寄

町国民健康保険病院事業会計予算の件を採決

します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

したがって、議案第４６号平成３０年度足

寄町国民健康保険病院事業会計予算の件は、

原案のとおり可決されました。

◎ 閉会の議決

○委員長（高道洋子君） これで、本委員会

に付託されました案件の審議は全て終了しま

した。

これをもって、閉会したいと思います。

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 異議なしと認め、

本委員会を閉会します。

なお、委員会審査報告書の作成について

は、正副委員長に御一任願いたいと思います

が、御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 異議なしと認め、

正副委員長により作成します。

◎ 閉会宣告

○委員長（高道洋子君） これをもちまし

て、予算審査特別委員会を閉会いたします。

御苦労さまでした。

午後 １時５８分 閉会


